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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被写体像を撮像する撮像手段と、
　前記撮像手段により撮像された被写体像に基づく輝度信号Ｙを複数の周波数成分に分け
て求めた評価結果に応じて輝度信号Ｙのダイナミックレンジを平滑化する平滑化手段と、
　前記平滑化手段により輝度のダイナミックレンジが平滑化された輝度信号Ｙに対してガ
ンマ補正を行うガンマ補正手段と、
　前記平滑化手段によりダイナミックレンジが平滑化され前記ガンマ補正手段によってガ
ンマ補正が行われた後の輝度信号Ｙと色差信号Ｕ及びＶとから生成することができる色信
号Ｒ，Ｇ，及びＢで構成される色であって、ユーザ操作に応じて特定された色に対して色
変換を行う色変換手段と、
　前記平滑化手段によりダイナミックレンジが平滑化され前記ガンマ補正手段によってガ
ンマ補正が行われた輝度信号Ｙに基づく画像と、更に前記色変換手段により色が変換され
た画像信号に基づく画像とを表示装置に表示する表示手段と、を有することを特徴とする
撮像装置。
【請求項２】
　前記撮像手段により撮像された被写体像に基づく輝度信号Ｙの補正値を求める補正値導
出手段を有し、
　前記平滑化手段は、前記補正値導出手段により求められた補正値を用いて、輝度信号Ｙ
のダイナミックレンジを平滑化することを特徴とする請求項１に記載の撮像装置。



(2) JP 5054981 B2 2012.10.24

10

20

30

40

50

【請求項３】
　前記補正値導出手段は、前記輝度信号Ｙを低解像度化した複数の画像信号であって、互
いに解像度が異なる複数の輝度信号Ｙを生成し、生成した複数の輝度信号Ｙを用いて、前
記補正値を求めることを特徴とする請求項２に記載の撮像装置。
【請求項４】
　前記補正値導出手段は、前記撮像手段により撮像された被写体像に基づく画像信号の一
部を用いて簡易輝度信号Ｙを生成し、生成した簡易輝度信号Ｙを用いて、前記補正値を求
めることを特徴とする請求項２又は３に記載の撮像装置。
【請求項５】
　前記補正値導出手段は、前記撮像手段により撮像された被写体像に基づく画像信号の一
部を用いて簡易輝度信号Ｙを生成し、生成した簡易輝度信号Ｙを低解像度化した複数の輝
度信号であって、互いに解像度が異なる複数の輝度信号を生成し、生成した複数の輝度信
号を用いて、前記補正値を求めることを特徴とする請求項２に記載の撮像装置。
【請求項６】
　前記表示手段により表示された画像信号の色をユーザが指定するための操作手段を有し
、
　前記色変換手段は、前記平滑化手段によりダイナミックレンジが平滑化された後の輝度
信号Ｙと色差信号Ｕ及びＶとから生成することができる色信号Ｒ，Ｇ，及びＢで構成され
る色であって、前記操作手段の操作に基づいてユーザによって指定された色を変換するこ
とを特徴とする請求項１～５の何れか１項に記載の撮像装置。
【請求項７】
　被写体像を撮像する撮像ステップと、
　前記撮像ステップにより撮像された被写体像に基づく輝度信号Ｙを複数の周波数成分に
分けて求めた評価結果に応じて輝度信号Ｙのダイナミックレンジを平滑化する平滑化ステ
ップと、
　前記平滑化ステップにより輝度のダイナミックレンジが平滑化された輝度信号Ｙに対し
てガンマ補正を行うガンマ補正ステップと、
　前記平滑化ステップによりダイナミックレンジが平滑化され前記ガンマ補正ステップに
よってガンマ補正が行われた後の輝度信号Ｙと色差信号Ｕ及びＶとから生成することがで
きる色信号Ｒ，Ｇ，及びＢで構成される色であって、ユーザ操作に応じて特定された色に
対して色変換を行う色変換ステップと、
　前記平滑化ステップによりダイナミックレンジが平滑化され前記ガンマ補正ステップに
よってガンマ補正が行われた画像信号に基づく画像と、更に前記色変換ステップにより色
が変換された画像信号に基づく画像とを表示装置に表示する表示ステップと、を有するこ
とを特徴とする撮像処理方法。
【請求項８】
　前記撮像ステップにより撮像された被写体像に基づく輝度信号Ｙの輝度の補正値を求め
る補正値導出ステップを有し、
　前記平滑化ステップは、前記補正値導出ステップにより求められた補正値を用いて、輝
度信号Ｙのダイナミックレンジを平滑化することを特徴とする請求項７に記載の撮像処理
方法。
【請求項９】
　前記補正値導出ステップは、前記輝度信号Ｙを低解像度化した複数の画像信号であって
、互いに解像度が異なる複数の輝度信号Ｙを生成し、生成した複数の輝度信号Ｙを用いて
、前記補正値を求めることを特徴とする請求項８に記載の撮像処理方法。
【請求項１０】
　前記補正値導出ステップは、前記撮像ステップにより撮像された被写体像に基づく画像
信号の一部を用いて簡易輝度信号Ｙを生成し、生成した簡易輝度信号Ｙを用いて、前記補
正値を求めることを特徴とする請求項８又は９に記載の撮像処理方法。
【請求項１１】
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　前記補正値導出ステップは、前記撮像ステップにより撮像された被写体像に基づく画像
信号の一部を用いて簡易輝度信号Ｙを生成し、生成した簡易輝度信号Ｙを低解像度化した
複数の輝度信号であって、互いに解像度が異なる複数の輝度信号を生成し、生成した複数
の輝度信号を用いて、前記補正値を求めることを特徴とする請求項８に記載の撮像処理方
法。
【請求項１２】
　前記表示ステップにより表示された画像信号の色をユーザが指定するための操作ステッ
プを有し、
　前記色変換ステップは、前記平滑化ステップによりダイナミックレンジが平滑化された
後の輝度信号Ｙと色差信号Ｕ及びＶとから生成することができる色信号Ｒ，Ｇ，及びＢで
構成される色であって、前記操作ステップの操作に基づいてユーザによって指定された色
を変換することを特徴とする請求項７～１１の何れか１項に記載の撮像処理方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、撮像装置及び撮像処理方法に関し、特に、画像信号の色変換を行うために用
いて好適なものである。
【背景技術】
【０００２】
　デジタルカメラには、撮影時にユーザが被写体像のある色を任意の色に置き換えて撮影
するワンポイントカラー機能やスポットカラー機能といった色変換機能を有したものがあ
る。具体的に特許文献１では、デジタル画像データに対して、置き換え目標となるターゲ
ット色と変換する色とがユーザによって指定されると、指定された色情報をカラーデータ
ベースから読み出す。そして、読み出した色情報に基づいて、デジタル画像データを色変
換処理するようにしている。
【０００３】
　この特許文献１に記載の技術では、デジタルカメラで撮影を行う際に色変換処理ができ
る。すなわち、ユーザは、ＥＶＦ（Electronic View Finder）を用いて色変換後の画像を
確認しながら撮影開始を指示できる。このため、撮影した後にＰＣ等に画像を取り込み、
取り込んだ画像を編集するという手間をかけることなく、ユーザ好みの色変換が行われた
画像を撮影することが可能である。
【０００４】
　また、デジタルカメラでは、撮影するシーンによって、ストロボ撮影や逆光シーン等、
明暗（濃度）の差が大きい場合、すなわち画像の輝度のダイナミックレンジが非常に広い
場合が多々ある。このようなダイナミックレンジが非常に広いシーン（scene）での撮影
において、ダイナミックレンジを平滑化する技術としてフィルム画像では覆い焼き処理が
行われている。覆い焼き処理とは、中間濃度の部分には通常の露光を行い、画像が高輝度
であり飽和しそうな明部には露光量を低減し、画像がつぶれそうな暗部には露光量を増加
する処理である。この覆い焼き処理によって、フィルムに撮影された画像の大きな明暗を
補正し、人間が実際のシーンを見た時の印象に近くなるように画像全体に渡って適正な画
像を得ることができる。
【０００５】
　また、デジタル画像でもこの覆い焼き処理と同等の効果をえるため、様々な手法が開示
されている。特許文献２には、デジタル画像のダイナミックレンジを平滑化する場合にお
いて、階調を硬調化した際に画像の色がきつい印象になったり、軟調化した際に色がくす
んでしまったりすることを防止する技術が開示されている。この特許文献２では、階調変
換率の程度に応じて、各色成分に掛かる係数を演算式より求める。そして、画像データの
階調を変換するのと同時に、求めた係数を用いて色彩度も変換することによって、より自
然な画像を得るようにしている。
【０００６】
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【特許文献１】特開２００５－２１０２０８号公報
【特許文献２】特開２００１－２５７９０２号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　しかしながら、特許文献１では、ダイナミックレンジが非常に広い撮影シーンによって
は、ＥＶＦへ表示しながら被写体の構図を変えると、色変換の対象物の明るさが変化する
。このため、同じ対象物でも色変換にばらつきが生じるという問題がある。
　また、特許文献２は、ダイナミックレンジの調整と、階調変換率とを基に色変換処理を
行う技術であるが、ワンポイントカラー機能やスポットカラー機能といった撮影に際して
ユーザが指定した対象物の色を変換する技術ではない。このため、ダイナミックレンジが
広い撮影シーンでは、同じ対象物でも色変換のばらつきが生じ、特許文献１で発生する問
題を解決することはできない。
【０００８】
　本発明は、このような問題点に鑑みてなされたものであり、ダイナミックレンジが広い
撮影シーンで生じる色変換のばらつきを低減することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明の撮像装置は、被写体像を撮像する撮像手段と、前記撮像手段により撮像された
被写体像に基づく輝度信号Ｙを複数の周波数成分に分けて求めた評価結果に応じて輝度信
号Ｙのダイナミックレンジを平滑化する平滑化手段と、前記平滑化手段により輝度のダイ
ナミックレンジが平滑化された輝度信号Ｙに対してガンマ補正を行うガンマ補正手段と、
前記平滑化手段によりダイナミックレンジが平滑化され前記ガンマ補正手段によってガン
マ補正が行われた後の輝度信号Ｙと色差信号Ｕ及びＶとから生成することができる色信号
Ｒ，Ｇ，及びＢで構成される色であって、ユーザ操作に応じて特定された色に対して色変
換を行う色変換手段と、前記平滑化手段によりダイナミックレンジが平滑化され前記ガン
マ補正手段によってガンマ補正が行われた輝度信号Ｙに基づく画像と、更に前記色変換手
段により色が変換された画像信号に基づく画像とを表示装置に表示する表示手段と、を有
することを特徴とする。
【００１０】
　本発明の撮像処理方法は、被写体像を撮像する撮像ステップと、前記撮像ステップによ
り撮像された被写体像に基づく輝度信号Ｙを複数の周波数成分に分けて求めた評価結果に
応じて輝度信号Ｙのダイナミックレンジを平滑化する平滑化ステップと、前記平滑化ステ
ップにより輝度のダイナミックレンジが平滑化された輝度信号Ｙに対してガンマ補正を行
うガンマ補正ステップと、前記平滑化ステップによりダイナミックレンジが平滑化され前
記ガンマ補正ステップによってガンマ補正が行われた後の輝度信号Ｙと色差信号Ｕ及びＶ
とから生成することができる色信号Ｒ，Ｇ，及びＢで構成される色であって、ユーザ操作
に応じて特定された色に対して色変換を行う色変換ステップと、前記平滑化ステップによ
りダイナミックレンジが平滑化され前記ガンマ補正ステップによってガンマ補正が行われ
た画像信号に基づく画像と、更に前記色変換ステップにより色が変換された画像信号に基
づく画像とを表示装置に表示する表示ステップと、を有することを特徴とする。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明によれば、ダイナミックレンジを平滑化した後に画像信号の色を変換するように
した。これにより、色変換の対象物の明るさの変動を抑制した状態で色変換処理を行うこ
とができる。したがって、ダイナミックレンジが広い対象物であっても色変換のばらつき
を抑えることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１３】
（第１の実施形態）
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　次に、図面を参照しながら、本発明の第１の実施形態について説明する。
　図１は、撮像装置の構成の一例を示すブロック図である。
　図１において、結像光学部１００を通って入射した被写体像を撮像素子１０１で撮像し
、電気信号に光電変換する。Ａ／Ｄ変換部１０２は、撮像素子１０１から出力された電気
信号をデジタル信号に変換するものである。このように、本実施形態では、例えば、撮像
素子１０１を用いて撮像手段が実現される。
【００１４】
　現像処理部１０３では、Ａ／Ｄ変換部１０２から出力されたデジタル信号を、ＹＵＶデ
ータ形式の画像データに変換する。現像処理部１０３は、主にＷＢ（White Balance）回
路、ガンマ（γ）補正回路、及びマトリクス変換回路を備えている。覆い焼き評価値取得
部１０４は、Ａ／Ｄ変換部１０２から出力されたデジタル信号（画像信号）簡易輝度信号
を生成し、この簡易輝度信号を用いて原画像に施す覆い焼き処理の評価値を算出する。具
体的に、覆い焼き評価値取得部１０４は、Ａ／Ｄ変換部１０２から出力されたデジタル信
号（画像信号）であるＲＧＢ信号のうちＧ信号のみを使用して、Ｙ信号を簡易輝度信号と
して生成する。尚、覆い焼き処理とは、デジタル画像の輝度のダイナミックレンジを狭め
る（平滑化する）ための信号処理をいい、覆い焼き処理の評価値とは、デジタル画像の輝
度のダイナミックレンジを狭める（平滑化する）ためのデジタル画像の輝度の補正値をい
う。
【００１５】
　ここで、覆い焼き処理の具体例について詳細に説明する。
　本実施形態では、原画像の輝度のダイナミックレンジを調整する技術を例に挙げて説明
する。すなわち、原画像の画像信号を生成すると共に、この原画像からボケ画像の信号（
以下、ボケ画像信号と称する）を生成し、それら原画像の画像信号とボケ画像信号との互
いに対応する画素に対して演算を行ってそれらの画素の差分信号を生成する。そして、本
実施形態では、生成した差分信号に対して所定の画像処理を施して原画像の輝度のダイナ
ミックレンジを調整する場合を例に挙げて説明する。
【００１６】
　図２は、図１における覆い焼き評価値取得部１０４の内部構成の一例を詳細に示したブ
ロック図である。
　図２において、簡易輝度信号生成部５００は、図１に示したＡ／Ｄ変換部１０２から出
力された画像信号を基に簡易輝度信号Ｅを生成する。前述したように、簡易輝度信号生成
部５００は、Ａ／Ｄ変換部１０２から出力された画像信号であるＲＧＢ信号の一部の信号
（Ｇ信号）のみを使用してＹ信号を簡易輝度信号Ｅとして生成する。
【００１７】
　第１ボケ画像生成部５０１は、簡易輝度信号生成部５００で生成された簡易輝度信号Ｅ
を基に、簡易輝度信号Ｅのボケ画像信号であって、簡易輝度信号Ｅより解像度の低いボケ
画像信号Ａを生成する。第２ボケ画像生成部５０２は、簡易輝度信号生成部５００から出
力された簡易輝度信号Ｅを基に、簡易輝度信号Ｅのボケ画像信号であって、ボケ画像信号
Ａよりもさらに解像度の低いボケ画像信号Ｂを生成する。このように、本実施形態では、
例えば、ボケ画像信号Ａ、Ｂによって、簡易輝度信号（画像信号）を低解像度化した複数
の画像信号であって、互いに解像度が異なる複数の画像信号が実現される。
【００１８】
　第１画像比較部５０３は、簡易輝度信号生成部５００から出力された簡易輝度信号Ｅと
、第１ボケ画像生成部５０１から出力されたボケ画像信号Ａとの互いに対応する画素毎に
、簡易画像信号Ｅとボケ画像信号Ａとの差分値情報Ｃが求められる。
　第２画像比較部５０４は、簡易輝度信号生成部５００から出力された簡易輝度信号Ｅと
、第２ボケ画像生成部５０２から出力されたボケ画像信号Ｂとの互いに対応する画素毎に
、簡易画像信号Ｅとボケ画像信号Ｂとの差分値情報Ｄが求められる。
【００１９】
　ゲイン算出部５０５は、第１画像比較部５０３から出力された差分値情報Ｃと、第２画
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像比較部５０４から出力された差分値情報Ｄとを用いて、原画像の各画素の輝度値に掛け
られるゲイン係数を求め、求めたゲイン係数を覆い焼き評価値として出力する。
　以上のように本実施形態では、例えば、ゲイン係数によって画像信号の輝度の補正値が
実現され、覆い焼き評価値取得部１０４を用いて補正値導出手段が実現される。
【００２０】
　図１に説明を戻し、覆い焼き補正部１０５は、現像処理部１０３から出力される画像デ
ータと、覆い焼き評価値取得部１０４から出力された覆い焼き評価値とを基に、以下の処
理を行う。すなわち、覆い焼き補正部１０５は、ボケ画像において輝度が明るい領域は画
像データのゲインを下げ、ボケ画像において輝度が暗い領域は画像データのゲインを上げ
ることで画像データ全体のダイナミックレンジを平滑化（狭く）する（覆い焼き処理を行
う）。覆い焼き処理が施された画像データは、色変換処理部１０６へ送られる。
【００２１】
　操作部１１２は、色変換を行う任意の色をユーザが指定できるようにするためのシステ
ムの入力手段である。具体的に操作部１１２は、例えば、ボタン、スイッチ、及びダイヤ
ル等を備えている。ユーザは、表示部１１０によって表示装置（ＥＶＦ）に表示された画
像を確認しながら操作部１１２を操作して色変換を行う色を指定する。
【００２２】
　色変換処理部１０６は、覆い焼き補正部１０５から入力された画像データに対して、操
作部１１２の操作によって指定された色情報を基に、変換する色情報をＬＵＴ１０７から
読み出して色変換処理を行う。尚、ＬＵＴ１０７は、例えば、撮像装置に設けられたハー
ドディスク、ＥＥＰＲＯＭ、又はＲＯＭに格納されている。
　ここで、色変換処理部１０６が行う色変換の一例について説明する。まず、色変換処理
部１０６は、入力された画像データを、ＹＵＶ信号からＲＧＢ信号に変換する。変換され
たＲＧＢ信号のＲ、Ｇ、Ｂの各色成分における信号値が、ＬＵＴ１０７から色変換マトリ
ックス情報を読み出すためのアドレスとなる。例えば、ＲＧＢ信号のＲ、Ｇ、Ｂの各色成
分における信号値（色変換マトリックス情報の値）が、夫々１８、２０、３０（R=18、G=
20、B=30）とする。この場合、色変換処理部１０６は、その信号値をアドレス（X=18、Y=
20、Z=23）とし、そのアドレスに対応する別の色変換マトリックス情報（例えば、R´=40
、G´=10、B´=23）をＬＵＴ１０７から読み出すことになる。
【００２３】
　色変換処理部１０６は、このようにして読み出した色変換マトリックス情報を基に、Ｒ
ＧＢ信号の各色成分のゲインを調整して色変換を行う。色変換処理部１０６は、色変換を
行った後、ＲＧＢ信号からＹＵＶ信号に信号形式を戻す。こうして、入力された画像デー
タの色変換処理を終える。以上のように本実施形態では、例えば、覆い焼き補正部１０５
を用いて平滑化手段が実現される。
【００２４】
　色変換処理部１０６によって色変換された画像データは、メモリＩ／Ｆ１０８を介して
メモリ１０９に格納される。メモリ１０９は、例えば、ＲＡＭ、ＥＥＰＲＯＭ、又はハー
ドディスクを用いて構成することができる。また、メモリ１０９は、リムーバルメディア
等の外部記録媒体であってもよい。
　以上のように本実施形態では、例えば、色変換処理部１０６を用いて色変換手段が実現
される。
【００２５】
　表示部１１０は、メモリ１０９に格納された画像データをメモリＩ／Ｆ１０８を介して
読み出し、ＬＣＤ（Liquid Crystal Display）等の表示装置（ＥＶＦ）に画像を表示する
。ユーザは、この表示装置に表示される画像、すなわち、覆い焼き処理が行われた後の画
像、又は覆い焼き処理と色変換処理とが行われた後の画像を確認しながら撮影を指示する
。ユーザが、シャッターボタンといった撮影記録ボタンを押して撮影を指示すると、覆い
焼き処理が行われた画像データ、又は覆い焼き処理と色変換処理とが行われた画像データ
が、メモリＩ／Ｆ１０８を介してメモリ１０９に記録される。尚、ＪＰＥＧ等の圧縮形式
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で圧縮してから画像データをメモリ１０９に記録しても良い。
【００２６】
　ここで、図３のフローチャートを参照しながら、撮影時に画像データの色変換を行う際
の撮像装置における動作の一例を説明する。
　操作部１１２の操作によって、撮像装置の電源がＯＮ状態になると、図３のフローチャ
ートがスタートする。
　まず、ステップＳ１００において、ＣＰＵ１１１は、操作部１１２の操作内容を判断す
ることによって、撮影モードがＯＮであるか否かを判別する。この判別の結果、撮影モー
ドがＯＦＦの場合は、ステップＳ１１０へ進み、ＣＰＵ１１１は、撮像装置の電源がＯＮ
か否かを判別する。この判別の結果、撮像装置の電源がＯＮであれば、ステップＳ１００
に戻る。一方、撮像装置の電源がＯＦＦであれば、処理を終了する。
【００２７】
　ステップＳ１００において、撮影モードがＯＮであれば、ステップＳ１０１に進む。ス
テップＳ１０１では、覆い焼き評価値取得部１０４は、覆い焼き評価値を算出する。具体
的に説明すると、前述したように、覆い焼き評価値取得部１０４は、Ａ／Ｄ変換部１０２
から出力された画像信号を基に簡易輝度信号Ｅを生成し、生成した簡易輝度信号Ｅを基に
、ボケ画像信号Ａ、Ｂを生成する。そして、覆い焼き評価値取得部１０４は、簡易画像信
号Ｅとボケ画像信号Ａとの差分値情報Ｃを求めると共に、簡易画像信号Ｅとボケ画像信号
Ｂとの差分値情報Ｄを求め、差分値情報Ｃ、Ｄを用いて、原画像の各画素に掛けられるゲ
イン係数を求める。そして、覆い焼き評価値取得部１０４は、求めたゲイン係数を覆い焼
き評価値として出力する。
【００２８】
　次に、ステップＳ１０２において、覆い焼き補正部１０５は、覆い焼き評価値取得部１
０４から出力された覆い焼き評価値を用いて、現像処理部１０３から出力される画像デー
タに対して覆い焼き処理を行う。具体的に覆い焼き補正部１０５は、ボケ画像において輝
度が相対的に高い明るい領域については、画像データのゲインを下げ、ボケ画像において
輝度が相対的に低い暗い領域については、画像データのゲインを上げる。このようにする
ことによって、画像データ全体のダイナミックレンジが平滑化される。
【００２９】
　次に、ステップＳ１０３において、ＣＰＵ１１１は、ステップＳ１０３で覆い焼き処理
が施された画像データを、ＬＣＤ等の表示装置に表示させることを表示部１１０に指示す
る。これにより、覆い焼き処理が施された画像データが表示装置（ＥＶＦ）に表示される
。
　次に、ステップＳ１０４において、ＣＰＵ１１１は、例えば操作部１１２の操作内容に
基づいて、色変換機能がＯＮか否かを判別する。この判別の結果、色変換機能がＯＦＦで
あれば、ステップＳ１０５～Ｓ１０７を省略して後述するステップＳ１０８に進む。
　一方、色変換機能がＯＮであれば、ステップＳ１０５に進む。ステップＳ１０５では、
ＣＰＵ１１１は、操作部１１２の操作によってユーザが指定した色情報を取得する。すな
わち、ＣＰＵ１１１は、色変換の対象となる色の情報を取得する。
【００３０】
　次に、ステップＳ１０６において、色変換処理部１０６は、ステップＳ１０５で取得さ
れた色情報を基に、ステップＳ１０２で覆い焼き処理が施された画像データに対して色変
換処理を行う。
　次に、ステップＳ１０７において、ＣＰＵ１１１は、ステップＳ１０６で色変換処理が
施された画像データを、ＬＣＤ等の表示装置に表示させることを表示部１１０に指示する
。これにより、覆い焼き処理が施された後に色変換処理が施された画像データが表示装置
（ＥＶＦ）に表示される。
【００３１】
　ステップＳ１０８に進むと、ＣＰＵ１１１は、例えば操作部１１２の操作内容に基づい
て、シャッターボタンが押されたか否かを判別する。この判別の結果、シャッターボタン
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が押されていなければ、後述するステップＳ１０９を省略してステップＳ１１０に進む。
一方、シャッターボタンが押されれば、ステップＳ１０９に進み、ＣＰＵ１１１は、覆い
焼き処理が施された画像データ、又は覆い焼き処理が施された後に色変換処理が施された
画像データをメモリ１０９に記録する。
　次に、ステップＳ１１０に進み、ＣＰＵ１１１は、前述したように、撮像装置の電源が
ＯＮか否かを判別する。この判別の結果、撮像装置の電源がＯＮであれば、ステップＳ１
００に戻る。一方、撮像装置の電源がＯＦＦであれば、処理を終了する。
【００３２】
　以上のように本実施形態では、覆い焼き評価値取得部１０４は、Ａ／Ｄ変換部１０２か
ら出力された画像信号を基に簡易輝度信号Ｅを生成し、生成した簡易輝度信号Ｅを基に、
ボケ画像信号Ａ、Ｂを生成する。そして、覆い焼き評価値取得部１０４は、簡易画像信号
Ｅとボケ画像信号Ａとの差分値情報Ｃと、簡易画像信号Ｅとボケ画像信号Ｂとの差分値情
報Ｄとを求め、差分値情報Ｃ、Ｄを用いて、原画像の各画素の輝度値に掛けられるゲイン
係数を求める。覆い焼き補正部１０５は、覆い焼き評価値取得部１０４で求められたゲイ
ン係数を覆い焼き評価値として用いて、ボケ画像において輝度が高い領域については画像
データのゲインを下げ、ボケ画像において輝度が暗い領域については画像データのゲイン
を上げる。これにより、画像データ全体のダイナミックレンジを狭め（平滑化し）、覆い
焼き処理（補正）が行われる。
【００３３】
　表示部１１０は、このようにして覆い焼き処理が施された画像データを、表示装置（Ｅ
ＶＦ）に表示する。色変換処理部１０６は、表示した画像データに対してユーザにより指
定された色情報に基づいて、以上のようにして覆い焼き処理が行われた画像データに対し
て色変換処理を行う。そして、表示部１１０は、色変換処理が施された画像データを、表
示装置（ＥＶＦ）に表示する。
【００３４】
　以上のように本実施形態では、画像データに対して、覆い焼き処理を行った後に色変換
処理を行うようにしたので、色変換処理を行う際には、対象物のＡＥレベルが可及的に適
正に補正された状態にすることができる。すなわち、色変換の対象物の明るさを略一定に
した状態で色変換処理を行うことができる。従って、ダイナミックレンジが広いシーンに
おける撮影であっても色変換のばらつきを抑えることができる。
　また、本実施形態では、ＥＶＦ表示される画像データにおいても、ＡＥレベルが補正さ
れた後に色変換処理を行った画像データをＥＶＦ表示することができる。従って、ユーザ
は、ＡＥレベルが補正された後に色変換処理を行った画像データを見ながら、色指定を行
うことができる。
【００３５】
　また、本実施形態では、Ａ／Ｄ変換部１０２から出力された画像信号を基に簡易輝度信
号Ｅを生成し、この簡易輝度信号Ｅを用いて覆い焼き評価値を算出するようにしたので、
覆い焼き評価値を取得するための回路規模を小さくすることができる。
　また、本実施形態では、互いに空間的な周波数帯域の異なる複数のボケ画像Ａ、Ｂを用
いて覆い焼き評価値を算出するようにした。すなわち、簡易輝度信号Ｅより解像度が低い
「簡易輝度信号Ｅのボケ画像Ａ」と、ボケ画像Ａよりも更に解像度が低い「簡易輝度信号
Ｅのボケ画像Ｂ」とを生成し、それらボケ画像Ａ、Ｂを用いて覆い焼き評価値を算出する
ようにした。従って、画像の明るい個所と暗い個所との境界部分の処理でも違和感の生じ
ない覆い焼き処理を施すことが可能となる。すなわち、ボケ画像Ａによって局所的なダイ
ナミックレンジを補正することができる反面、そのボケ画像Ａによってダイナミックレン
ジが補正された部分が浮き出たような印象の画像となってしまう。そこで、ボケ画像Ｂを
用いて広い領域のダイナミックレンジを補正することによって、前記浮き出たような印象
を与えてしまう部分を可及的に自然な印象にすることができる。
【００３６】
（第２の実施形態）
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　次に、本発明の第２の実施形態について説明する。前述した第１の実施形態では、覆い
焼き処理が行われる前に、現像処理部１０３の中で画像データのガンマ（γ）補正を行う
ようにした場合を例に挙げて説明した。これに対して本実施形態では、覆い焼き処理が行
われ、ダイナミックレンジが平滑化された画像データに対してガンマ（γ）補正を行うよ
うにする場合を例に挙げて説明する。このように本実施形態と前述した第１の実施形態と
は、画像データの処理の一部が異なるだけであるので、本実施形態の説明において、前述
した第１の実施形態と同一の部分については、図１～図３に付した符号を付す等して詳細
な説明を省略する。
　図４は、撮像装置の構成の一例を示すブロック図である。
　図４において、結像光学部１００を通って入射した被写体像は、撮像素子１０１で電気
信号に光電変換され、その電気信号は、Ａ／Ｄ変換部１０２でデジタル信号に変換される
。現像処理部２０３は、Ａ／Ｄ変換部１０２から出力されたデジタル信号を、ＹＵＶデー
タ形式の画像データに変換するために、主にＷＢ回路、及びマトリクス変換回路を備えて
いる。図１に示した現像処理部１０３にはガンマ（γ）補正回路が設けられていたが、本
実施形態の現像処理部２０３にはガンマ（γ）補正回路は設けられていない。
【００３７】
　覆い焼き評価値取得部１０４は、第１の実施形態で説明したようにして覆い焼き処理の
評価値を取得する。覆い焼き補正部１０５は、現像処理部１０３から出力される画像デー
タと、覆い焼き評価値取得部１０４から出力された覆い焼き評価値とを基に、覆い焼き処
理を行う。覆い焼き処理が施された画像データは、ガンマ補正部２１３へ送られる。この
覆い焼き処理の評価値の取得と、覆い焼き処理とは、第１の実施形態で説明したのと同じ
方法で実現される。
【００３８】
　ガンマ補正部２１３は、覆い焼き処理が施され、ダイナミックレンジが平滑化された画
像データに対して、ガンマ（γ）補正処理を行う。第１の実施形態とは異なり、覆い焼き
処理が施された後にガンマ補正を行うことで、人間が実際のシーンを見たときの印象によ
り近い画像を出力することができる。ガンマ補正部２１３から出力される画像データは色
変換処理部１０６へ送られる。以上のように本実施形態では、例えば、ガンマ補正部２１
３を用いてガンマ補正手段が実現される。
【００３９】
　そして、ＣＰＵ１１１は、覆い焼き処理が施された後にガンマ補正が施された画像デー
タを、ＬＣＤ等の表示装置に表示させることを表示部１１０に指示する。これにより、覆
い焼き処理が施された後にガンマ補正が施された画像データが表示装置（ＥＶＦ）に表示
される。
【００４０】
　色変換処理部１０６は、ガンマ補正部２１３から入力された画像データに対して、操作
部１１２の操作によって指定された色情報を基に、変換する色情報をＬＵＴ１０７から読
み出して色変換処理を行う。この色変換処理は、第１の実施形態で説明したのと同じ方法
で実現される。
　そして、ＣＰＵ１１１は、色変換処理が施された画像データを、ＬＣＤ等の表示装置に
表示させることを表示部１１０に指示する。これにより、色変換処理が施された画像デー
タが表示装置（ＥＶＦ）に表示される。
【００４１】
　以上のように本実施形態では、覆い焼き処理が施された画像データに対してガンマ補正
を行うようにした。したがって、ノイズを増やすことなく暗部（低輝度部）のゲインを上
げることができ、更に明部（高輝度部）のゲインを下げる場合も擬似輪郭を発生させずに
高いＳＮ比で覆い焼き処理を施すことができる。このため、人間が実際のシーンを見たと
きの印象により近い状態の画像に対して色変換処理を行うことが可能となる。すなわち、
より自然な画像を基に色変換処理が行うことが可能となる。
【００４２】
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（本発明の他の実施形態）
　前述した本発明の実施形態における撮像装置を構成する各手段、並びに撮像処理方法の
各ステップは、コンピュータのＲＡＭやＲＯＭなどに記憶されたプログラムが動作するこ
とによって実現できる。このプログラム及び前記プログラムを記録したコンピュータ読み
取り可能な記録媒体は本発明に含まれる。
【００４３】
　また、本発明は、例えば、システム、装置、方法、プログラム若しくは記憶媒体等とし
ての実施形態も可能であり、具体的には、複数の機器から構成されるシステムに適用して
もよいし、また、一つの機器からなる装置に適用してもよい。
【００４４】
　なお、本発明は、前述した実施形態の機能を実現するソフトウェアのプログラム（実施
形態では図３に示すフローチャートに対応したプログラム）を、システムあるいは装置に
直接、あるいは遠隔から供給する。そして、そのシステムあるいは装置のコンピュータが
前記供給されたプログラムコードを読み出して実行することによっても達成される場合を
含む。
【００４５】
　したがって、本発明の機能処理をコンピュータで実現するために、前記コンピュータに
インストールされるプログラムコード自体も本発明を実現するものである。つまり、本発
明は、本発明の機能処理を実現するためのコンピュータプログラム自体も含まれる。
【００４６】
　その場合、プログラムの機能を有していれば、オブジェクトコード、インタプリタによ
り実行されるプログラム、ＯＳに供給するスクリプトデータ等の形態であってもよい。
【００４７】
　プログラムを供給するための記録媒体としては、例えば、フロッピー（登録商標）ディ
スク、ハードディスク、光ディスク、光磁気ディスク、ＭＯ、ＣＤ－ＲＯＭ、ＣＤ－Ｒ、
ＣＤ－ＲＷなどがある。また、磁気テープ、不揮発性のメモリカード、ＲＯＭ、ＤＶＤ（
ＤＶＤ－ＲＯＭ，ＤＶＤ－Ｒ）などもある。
【００４８】
　その他、プログラムの供給方法としては、クライアントコンピュータのブラウザを用い
てインターネットのホームページに接続する。そして、前記ホームページから本発明のコ
ンピュータプログラムそのもの、若しくは圧縮され自動インストール機能を含むファイル
をハードディスク等の記録媒体にダウンロードすることによっても供給できる。
【００４９】
　また、本発明のプログラムを構成するプログラムコードを複数のファイルに分割し、そ
れぞれのファイルを異なるホームページからダウンロードすることによっても実現可能で
ある。つまり、本発明の機能処理をコンピュータで実現するためのプログラムファイルを
複数のユーザに対してダウンロードさせるＷＷＷサーバも、本発明に含まれるものである
。
【００５０】
　また、本発明のプログラムを暗号化してＣＤ－ＲＯＭ等の記憶媒体に格納してユーザに
配布し、所定の条件をクリアしたユーザに対し、インターネットを介してホームページか
ら暗号化を解く鍵情報をダウンロードさせる。そして、ダウンロードした鍵情報を使用す
ることにより暗号化されたプログラムを実行してコンピュータにインストールさせて実現
することも可能である。
【００５１】
　また、コンピュータが、読み出したプログラムを実行することによって、前述した実施
形態の機能が実現される。その他、そのプログラムの指示に基づき、コンピュータ上で稼
動しているＯＳなどが、実際の処理の一部又は全部を行い、その処理によっても前述した
実施形態の機能が実現され得る。
【００５２】
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　さらに、記録媒体から読み出されたプログラムが、コンピュータに挿入された機能拡張
ボードやコンピュータに接続された機能拡張ユニットに備わるメモリに書き込まれる。そ
の後、そのプログラムの指示に基づき、その機能拡張ボードや機能拡張ユニットに備わる
ＣＰＵなどが実際の処理の一部又は全部を行い、その処理によっても前述した実施形態の
機能が実現される。
【００５３】
　なお、前述した各実施形態は、何れも本発明を実施するにあたっての具体化の例を示し
たものに過ぎず、これらによって本発明の技術的範囲が限定的に解釈されてはならないも
のである。すなわち、本発明はその技術思想、又はその主要な特徴から逸脱することなく
、様々な形で実施することができる。
【図面の簡単な説明】
【００５４】
【図１】本発明の第１の実施形態を示し、撮像装置の構成の一例を示すブロック図である
。
【図２】本発明の第１の実施形態を示し、覆い焼き評価値取得部の内部構成の一例を詳細
に示したブロック図である。
【図３】本発明の第１の実施形態を示し、撮影時に画像データの色変換を行う際の撮像装
置における動作の一例を説明するフローチャートである。
【図４】本発明の第２の実施形態を示し、撮像装置の構成の一例を示すブロック図である
。
【符号の説明】
【００５５】
１０３、２０３　現像処理部
１０４　覆い焼き評価値
１０５　覆い焼き補正部
１０６　色変換処理部
１０７　ＬＵＴ
１０９　メモリ
１１０　表示部
１１１　ＣＰＵ
１１２　操作部
２１３　ガンマ補正部
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